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洗足の木曜日聖餐礼拝 

２０２6 年 4 月２日（木）１９時   日本キリスト教団南三鷹教会 

     司式：小田哲郎 牧師 

招 詞  イザヤ書４２章１－４節 

賛 美  讃美歌 21 ５４３ キリストの前に 

リタニ― （交祷）  

司式：愛する御子を十字架につけてまで、わたしたちを愛し、赦
ゆる

し、救おうと決意された神よ。 
会衆：わたしたちはこの夜、あなたの前に集まっています。 
司式：今宵

こ よ い

は受難週の中でも、印象深い出来事がおこったあの、
洗足木曜日の夜です。 

会衆：主は、神の 僕
しもべ

として御心
みこころ

に従い、わたしたちの友として、
僕

しもべ

として、わたしたちにも仕える決意を明らかにされるた
めに、弟子たちの足を洗われました。 

司式：それは、主がすべての人々を愛し抜かれたことを、わたし
たちに明らかにするためのものでもありました。 

会衆：そうです。その愛によってわたしたちは 贖
あがな

われたのです。 
司式：それゆえ神よ、わたしたちが主の愛に溺

おぼ

れず、甘えず、主
が十字架に向かわれた献身

けんしん

の重みを真剣に受け止め、罪の悔
く

い 改
あらた

めと赦
ゆる

しへの感謝に生きるものとしてください。 
会衆：そうです。わたしたちを、悔

く

い 改
あらた

めと感謝に生きるもの
としてください。 

司式： 驚
おどろ

くべき愛をもって、わたしたちに救いを与えてくださ
った主の御名

み な

によって、この祈りをおささげいたします。 
一同：アーメン 
賛  美  讃美歌 21 ４８７ イエス、イエス 
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聖書朗読 マルコによる福音書１4 章１2－２6 節 

小 説 教 

洗 足 式 

聖    餐  讃美歌 21-８１ 主の食卓を囲み（１,2 節） 

主の食卓への招き 

司式：主があなたがた共に。 
会衆：またあなたと共に。 
司式：心を高くあげよ。 
会衆：わたしたちは主に向かって心を高くあげます。 
司式：わたしたちの神である主に感謝をささげます。 
会衆：感謝と賛美をささげるのは正しいことです。 
司式：恵み深い神よ、あなたに感謝をささげます。 

あなたは「光あれ」と言葉を放ち、闇と混沌の中から光をお
作りくださいました。あなたは人間を愛し、確かな契約を結
んでくださり、人間がその罪ゆえに、あなたに背き、あなた
から離れてしまっても、なお約束を守り続けてくださいまし
た。 
恵み深い神よ、あなたに感謝をささげます。 
あなたは、あなたと共にある言を闇の中にお送りくださいま
した。言のうちにいのちがありました。いのちは人間を照ら
す光でした。言は肉となって、わたしたちの間に宿られまし
た。わたしたちはその栄光を見たのです。 

一同：聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、 
 万軍の神である主、主の栄光は天地に満つ。いと高きところ

にホサナ。主の御名によってこられる方に祝福があるように。 
 いと高きところにホサナ。 
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主の祈り 

主の祈り 

天
てん

にまします我
われ

らの父
ちち

よ、ねがわくはみ名
な

をあがめさせたまえ。み国
くに

を来
き

たらせたまえ。

みこころの天
てん

になるごとく、地
ち

にもなさせたまえ。我
われ

らの日用
にちよう

の糧
かて

を今日
きょう

も与
あた

えたま

え。我
われ

らに罪
つみ

をおかす者
もの

を我
われ

らがゆるすごとく、我
われ

らの罪
つみ

をもゆるしたまえ。我
われ

らを

こころみにあわせず、悪
あく

より救
すく

い出
いだ

したまえ。国
くに

とちからと栄
さか

えとは、限
かぎ

りなくなん

じのものなればなり。アーメン 

 

パン裂き・分餐 

感謝の祈り 

 

沈黙 

 

執り成しの祈り 

 

賛   美  讃美歌 21-８９ 共にいてください 

 

派遣と祝福   

 


